
2019 年　第 1号

昆虫たちは花が大好き！ ツツジ

ホオノキ

タラヨウ

春の花に誘われて、 たくさんの昆虫たちが集まってきています。

昆虫たちに出会うチャンスですよ！ そっと観察してみましょう。

　スタジアムの周りに色鮮やかなツツジが植えられて

います。4 月下旬ごろから花が咲くと、アゲハチョウのなかまがよく訪れ

ています。ツツジの花の斑点模様は「蜜標（みつひょう）」といって「この

奥においしい蜜がありますよ」という印です。奥行のあるツツジの花の蜜

を吸えるのは、長い口を持った大型のチョウなどに限られるようです。

　タラヨウの花が咲くと、「ブー

ンブーン」と木の周りがとても

にぎやかになります。華やかな花

ではありませんが、ハナムグリや

マルハナバチたちには絶好のレス

トランです。

　「朴葉みそ」で有名な大きな

葉っぱのホオノキ。花も大きい！

そして、とても強い香りを放っ

ています。そんな香りに誘われ

て、昆虫たちがやってきますが

…花に蜜はありません。花粉を

食べるのが好きな甲虫のなかま

などがよく集まっています。

編集長 M

ハナムグリ オナガアゲハ

　昆虫が花を訪れると、 おしべから花粉がでます。

チョウは鱗粉をもっているので花粉をはじいてしまいそ

うですが…この花粉は粘着性がありチョウのからだに

もしっかりくっつきます。 その花粉をつけたチョウが他

の花を訪れることで、 めしべに受粉してくれているの

です。 　ツツジ、 なかなかすごいぞ！

マルハナバチ

あしにたっぷりの花粉

　甲虫のなかま

マルハナバチなど

よくみられる昆虫

モンキアゲハ

アゲハチョウのなかま

よくみられる昆虫

　おしべをさわると

連なった花粉がでる

ツツジをもっと観察してみよう！ツツジをもっと観察してみよう！

2019 年　第 2号

個性豊かな自然を観察してみよう！

ギンリョウソウ

葉っぱを観察してみると…

散策道沿いの林床

　サックスのような不思議な形の花。蜜

の香りに誘われてやってきた小さなハエ

は、この花の中に閉じ込められてしまし

ます。そして花が雌花から雄花に変化す

ると脱出することができます。脱出した

ハエが体に花粉をつけていくので、他の

花を訪れると受粉されるようです。

　キノコのようにも見えるこの植物。

「ユウレイダケ」ともよばれています。

暗い林の中に生える白い姿は、たしか

に幽霊のようかもしれません。真っ白

なのは「腐生植物」だから。自らは光

合成をせず、菌類に依存して栄養を得

ています。茎をよく見れば退化したウ

ロコ状の葉があることがわかります。

　雨のおかげで出会える確率がグッと上が

る生き物もいます。 例えばカエル。 普段は

森の中や草むらにいるニホンアカガエル。 雨

が降るとビオトープの園路の上にもひょっこり

現れます。 「キャッキャッ」 と小さな鳴き声が

聞こえたら、 近くにいるかもしれませんよ。

長靴をはいて会いに行こう♪

ニホンアカガエル

ちょっとヘンな植物

編集長 M

　　ぼくを見つけてもびっくりしないでね。

ジャコウアゲハの幼虫です。ウマノスズクサの

葉っぱが大好きなんだ！実はこの植物は毒を

もっているんだよ。ぼくは葉っぱを食べること

　　　　で体に毒を蓄積しているよ。

　　幼虫の時にたくさんウマノスズクサを食べ

て毒をもっているおかげて、鳥などにねらわれにくい

んだ！この派手な黒と赤の模様も天敵に警告するた

め。ぼくの姿をマネして身を守っているチョウの

　　　　　　なかまもいるみたいだよ。

自然の中には不思議な姿をした植物や生き物がいますね。

その姿の理由を知るとますます自然に興味がわいてきます！

ウマノスズクサ
（のなかま）

林内 ・ 林縁部
（低木などにからんでいる）

2019 年　第 3号

昆虫を探しにいこう！

ナナフシ！えっ？枝？？　

かくれんぼ中？

トンボ !?

クワガタ
飛ぶ棒 =

　細長い体、本物の植物の枝のような

ナナフシ。木にとまっているところを

見つけるとびっくりします。

　実は、ナナフシは卵まで植物の種そっ

くり。どこまでも変装の達人です。

　夏といえば、カブトムシやクワガタ！です

が…夜行性の彼らに昼間はなかなか出会えま

せん。でも、木の隙間などをよーく探してみ

ると…クワガタが隠れているかも！体が平ら

な彼らは隙間に隠れるのが上手なんです。

　すばやく羽を動かして飛ぶトンボ。羽がよく見えず、まるで棒が飛んで

いるみたいに見えますね。夏ごろよく見られるトンボのなかまをご紹介♪

編集長 M

トンボの幼虫 「ヤゴ」 は水の中に住んでいますね。

だからトンボは水辺に卵を産みにやってきます。 ビオトープの

池の周りを観察すれば、 色々なトンボに出会えそう！

　夏の散策は、 熱中症対策をお忘れなく。

　帽子や日傘で日光対策。 水分補給もしっかりおこないましょう。

　お天気のいい日は森や林のなかの散策道がおすすめ。

　木陰は日なたよりも気持ちよく散策できます。 木は日光

を防いでくれるだけではなく、 葉から少しずつ水分を出して

いるので涼しく感じますよ。

夏の散策は熱中症にご注意を！夏の散策は熱中症にご注意を！
シオカラトンボ ハグロトンボオニヤンマ

ギンヤンママユタテアカネ

日本最大の
トンボ

ビオトープで

一番みられる

オス

木の隙間にいたコクワガタ木の隙間にいたコクワガタ

メス

2019 年　第 4号

秋のはじまり、彩る花

　真っ白なブラシのような花。小さ

な花が集まってできています。

　背の高い植物で、風に揺られる姿

は優雅です。秋の涼しさを感じさせ

てくれますよ。昔は、若葉をゆでて

水にさらして食べたそうです。

　くるんとカールした花びらが可愛

らしいピンク色の花。線香花火のよ

うですね。花が終わるとタンポポの

ような綿毛になります。

　漢字で書くと「高野箒」。高野山

でこの植物の茎を束ねてホウキの材

料にしていました。細く硬い茎は、

確かにホウキに向いていそうです。

　散策道のわきに掘られたあと…。

だれのしわざでしょう？イノシシかな？

　どちらも林の中の

散策道沿いで見られます。

　これは 「アナグマ」 という生き物のしわざ。

「クマ」 といってもイタチのなかまです。 ずんぐり

した体と目のまわりの模様が特徴。 ミミズや甲

虫の幼虫が大好きで、 土を掘って探しています。

　ちなみに 「同じ穴の狢 （むじな）」 とは、 ボクたちの掘った

巣穴にタヌキがやってきて住むことに由来しているみたいだよ。

サラシナショウマ

コウヤボウキ

ヒガンバナ
　「彼岸花」を見ると「なんだか不吉

だな」と思ってしまうでしょか。

　しかし、稲作が盛んな日本ではと

ても大切な植物でした。ヒガンバナ

には毒があります。そのため、田ん

ぼのまわりに植えられ、モグラやネ

ズミが畔に穴をあけてしまうのを防

いでくれるのです。

だれの
しわざ？？

編集長 M

夜に自動撮影されたアナグマ

秋になり野外でも過ごしやすくなりましたね。

のんびり散策しながらいろいろな花を見つけてください。

？？

2019 年　第 5号

木の実いろいろ、実りの秋

　冬を乗り切るために、 ドングリなどを隠して貯えて

おく「貯食（ちょしょく）行動」をする生き物がいます。

リスやネズミ、 カケスが有名です。 ドングリを運んで

土に埋めたり、 木の隙間に隠したり…。

　そんなドングリの中には春まで食べられずに残り、

芽を出すものがあります。 特に土に埋められたものは

発芽しやすいようです。 動物たちは、 そうと知らず

にドングリの成長を助けていることになりますね。

編集長 M

子ども達が大好きなドングリ、 色鮮やかなガマズミ…。

実りの秋がやってきました！木の実を見つけると、 なんだかワクワク！

冬を迎える生き物たちにとっては大切な食糧でもありますね。

エビフライ

（まつぼっくり）

どんぐり ( クヌギ ・ コナラ )

ソヨゴ

カマツカ

ガマズミ

センダン

イイギリ

ムラサキシキブ

エビフライ？？
　公園内を歩いていると不思議なものが

落ちていることがあります。

　えっ ! こんなところに、エビフライ！？

と思ってしまいますが…。じつはこれ、

まつぼっくり。ネズミやリスが中の種を

食べるために、かじった痕なんです。

いろんな木の実

動物がドングリを育てる？

春に芽を出したドングリ

ノブドウ
　色づき前の緑から、白、ピンク、熟した青紫

までグラデーションのように変化を楽しませて

くれます。ブドウといっても食べられませんが、

鳥たちは好んでついばんでいるようです。

ツリバナ
　花は小さく地味ですが、実の形は個性的です。

真っ赤な実が 5 つに割れて種がぶら下がって

います。葉も赤くきれいに紅葉しますよ。

こんな木の実あるかな？

　　探してみよう！

カケス

リス

ネズミ

2019 年　第 6号

冬の野鳥を観察しよう！

ノブドウ

エビフライ？？
　「七つの節」と書くナナフシ。細長く、たくさんの節があるように見

える姿は、本物の植物の枝のよう。

　すばやく翅を動かして飛ぶトンボ。翅がよく見えず、まるで棒が飛んで

いるみたいに見えますね。

編集長 M
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